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轡

評

F
・
M
・
ヤ
ン
グ
著
／
土
屋
博
・

幸
子
共
訳
『
牧
会
書
簡
の
神
学
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
教
出
版
社
）

赤
　
城

泰

　
本
書
は
、
騨
§
8
。
・
竃
碧
α
Q
巽
無
く
。
き
α
Q
溢
ぽ
養
畜
瞳

騨
。
。
8
邑
ピ
象
。
β
6
帥
ヨ
げ
瓢
α
α
q
o
¢
巳
く
醜
。
・
菖
勺
お
。
・
。
・
凱
O
駆
《
の
邦
訳

で
あ
る
。
著
者
ヤ
ン
グ
女
史
は
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
神
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ
い

で
専
門
分
野
は
初
期
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
聖
書
解
釈
と
聞
く
。
こ

の
程
、
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
・
土
屋
博
、
同
夫

人
幸
子
両
氏
の
共
同
作
業
が
実
を
結
ん
で
日
本
語
訳
が
完
成
、
出

版
さ
れ
た
。
土
屋
教
授
に
は
す
で
に
学
会
書
簡
の
綿
密
な
本
文
批

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ワ
ご

評
に
基
づ
く
露
訳
と
釈
義
か
ら
成
る
す
ぐ
れ
た
著
作
が
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
読
者
は
い
ま
、
著
者
に
も
訳
者
に
も
全
幅
の
信
頼
を
お

い
て
、
最
近
の
牧
会
書
簡
を
取
り
巻
く
学
界
の
情
勢
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
書
は
も
と
「
新
約
聖
書
神
学
偏
を
全
体
の
主
題

と
し
て
企
画
さ
れ
た
叢
書
の
中
の
～
巻
で
あ
っ
た
事
か
ら
察
す
れ

ば
、
「
盛
会
書
簡
の
神
学
扁
と
い
う
テ
ー
マ
は
彼
女
が
進
ん
で
選

ん
だ
と
云
う
よ
り
は
外
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
事
実
、
長
年
の
牧
会
書
簡
に
対
す
る
学
界
の
低
い
評
価

を
反
映
し
て
か
、
彼
女
自
身
「
牧
会
書
簡
の
中
に
は
神
学
的
記
述

は
あ
る
が
、
神
学
的
論
議
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
（
二
九
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
紙
に
共
通
の
特
微
は
「
倫
理
的
教
え
」

に
終
始
し
て
い
る
、
だ
か
ら
問
題
は
「
こ
れ
ら
の
書
簡
の
倫
理
的

関
心
に
ど
の
程
度
神
学
が
附
随
し
て
い
る
か
偏
と
い
う
こ
と
に
な

る
（
問
頁
）
。
か
り
に
与
え
ら
れ
た
表
題
だ
っ
た
と
し
て
も
、
著

者
は
「
倫
理
」
の
角
度
か
ら
接
近
し
て
図
会
書
簡
の
初
期
キ
リ
ス

ト
教
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
再
確
認
の
作
業
と
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
研
究
の
背

後
に
は
近
年
の
新
ら
し
い
学
会
書
簡
評
価
の
学
界
の
動
き
が
出
て

き
た
こ
と
も
あ
る
（
o
．
α
Q
隔
O
o
器
ぎ
コ
お
。
。
◎
↓
o
≦
器
円
6
。
。
O
等
）
。

　
右
に
述
べ
た
牧
野
書
簡
へ
の
倫
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
遂
行
す
る

に
当
た
っ
て
、
ヤ
ン
グ
に
は
明
確
な
撃
高
が
あ
っ
た
。
「
神
学
と

倫
理
は
不
可
分
」
（
一
二
三
頁
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
だ
か
ら
著
者
は
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こ
の
主
題
（
延
会
書
簡
の
神
学
）
を
取
り
扱
う
に
当
た
り
、
古
典

的
な
神
学
の
枠
組
み
の
中
で
の
論
述
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
倫
理

の
方
向
に
書
簡
の
素
材
を
書
簡
自
身
に
即
し
て
展
開
す
る
と
い
う

手
法
を
と
る
。
そ
し
て
こ
の
「
倫
理
」
の
内
実
は
、
著
者
に
よ
れ

ば
、
明
確
に
「
健
全
な
教
え
」
（
テ
ト
二
男
）
に
基
づ
く
「
善
い

業
」
（
趨
寝
ル
ひ
て
　
眠
も
）
・
o
く
”
　
テ
ト
三
章
）
と
固
く
結
び
つ
い

て
い
る
（
三
四
頁
）
。
「
善
い
業
」
は
「
救
い
の
結
果
で
あ
り
、
救

い
は
救
い
主
な
る
神
か
ら
来
る
。
…
牧
会
書
簡
の
倫
理
は
そ
の
根

本
に
あ
っ
て
神
学
的
で
あ
る
。
偏
（
三
八
頁
）
か
く
し
て
、
「
異
な

る
教
え
」
（
エ
テ
モ
…
・
三
）
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
も
ろ
も
ろ

の
「
悪
し
き
行
為
」
（
「
悪
徳
表
」
を
見
よ
）
は
断
固
教
会

（
鍵
家
庭
）
か
ら
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
「
悪
し
き
行
為
」
は
ユ
ダ
ヤ
的
黙
示
文
学
的
熱
狂
主

義
者
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
者
ら
の
侵
入
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
牧
会
書
簡
は
こ
う
し
た
「
異
な
る
教
え
」
に
対

す
る
警
戒
の
念
を
露
骨
に
表
現
す
る
。
「
こ
の
手
紙
は
、
神
の
命

令
、
す
な
わ
ち
、
神
が
教
会
の
う
ち
に
立
て
た
秩
序
へ
の
服
従
の

呼
び
か
け
で
あ
る
。
」
（
＝
五
頁
）

　
こ
れ
ら
の
手
紙
の
背
後
で
期
待
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
安
定
し

た
家
庭
と
「
家
の
教
会
」
と
の
類
比
的
理
想
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
成
長
過
程
に
あ
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
団
に
お
け
る
生
活

は
ま
さ
し
く
終
末
論
的
「
時
の
間
」
に
置
か
れ
て
い
た
。

（
九
〇
頁
）
そ
の
よ
う
な
状
況
を
約
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
っ
た

の
は
ヤ
ン
グ
の
い
わ
ゆ
る
福
音
の
「
文
化
的
醤
蝦
」

（
貯
8
ぎ
§
δ
ロ
一
九
二
頁
）
に
他
な
ら
な
い
。
ヤ
ン
グ
は
そ
の
よ

う
な
情
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
、
「
現
代
の
教
会
の
周
辺
に
は
…

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
急
進
主
義
が
あ
る
。
…
（
し
か
し
）
社
会
は

あ
る
種
の
安
定
を
、
公
的
生
活
は
忠
実
な
奉
仕
の
伝
統
を
、
平
和

は
法
と
秩
序
の
伝
統
を
求
め
る
」
（
～
九
四
頁
）
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
「
福
音
は
『
文
化
的
滋
藤
蜘
へ
向
か
う
必
要
が
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
多
元
的
世
界
の
中
で
、
日
常
の
キ
リ
ス
ト
教
が
ど
の

よ
う
に
見
え
る
の
か
、
社
会
に
か
か
わ
る
少
数
者
と
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
ど
の
よ
う
に
責
任
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
べ
き
か
に

つ
い
て
、
何
ら
か
の
考
え
を
も
つ
必
要
が
あ
る
」
（
一
九
六
頁
）

と
彼
女
は
訴
え
か
け
る
の
で
あ
る
。

　
云
う
ま
で
も
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
根
本
問
題
は
、
人
は

い
か
に
し
て
こ
の
世
に
生
き
つ
つ
、
な
お
キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
へ

あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
い
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
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そ
れ
へ
の
答
え
の
一
つ
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス

（
Ω
⑰
ヨ
。
艮
o
h
≧
o
×
碧
象
ρ
δ
O
勺
－
b
。
一
陽
〉
の
考
え
方
、
す
な
わ

ち
「
キ
リ
ス
ト
」
は
「
文
化
」
の
上
に
置
か
れ
る
と
い
う
区
別
は

あ
る
が
、
決
し
て
相
互
に
分
離
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
立

場
（
リ
チ
ャ
ー
ド
・
二
ー
バ
ー
の
第
三
類
型
「
文
化
の
上
な
る
キ

リ
ス
ト
」
。
．
O
窪
。
。
轡
魯
。
＜
0
9
ぎ
お
、
、
）
で
、
ヤ
ン
グ
も
「
ク
レ
メ

ン
ス
第
一
書
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い

（
五
三
頁
以
下
）
Q

　
世
に
在
る
キ
リ
ス
ト
者
と
は
、
主
な
る
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
つ
つ
、

こ
の
世
に
生
き
る
者
を
云
う
。
彼
は
世
の
中
に
生
き
る
が
、
世
の

も
の
に
は
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
発
会
書
簡
は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教

団
の
発
展
段
階
の
　
時
期
に
お
け
る
文
化
的
雑
肉
の
苦
闘
の
足
跡

を
記
し
た
輝
か
し
い
～
箇
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
も
見
え
て

く
る
と
、
評
者
は
ヤ
ン
グ
と
共
に
云
い
た
く
な
る
の
だ
が
、
い
か

が
な
も
の
で
あ
ろ
う
施
。

　
と
も
あ
れ
、
「
訳
者
あ
と
が
き
」
で
土
屋
教
授
は
原
著
に
つ
い

て
「
現
時
点
に
お
け
る
二
会
書
簡
研
究
と
し
て
は
、
望
み
う
る
最

高
の
水
準
に
達
し
て
い
る
」
（
二
＝
ハ
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

が
、
評
者
は
本
書
日
本
語
版
の
全
体
に
つ
い
て
同
様
に
「
望
み
う

る
最
高
の
水
準
に
達
し
て
い
る
」
と
の
評
価
を
喜
び
を
も
っ
て
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

明
し
て
、
本
評
を
終
わ
り
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
注

（
1
）
本
書
「
訳
書
あ
と
が
き
」
に
は
、
ヤ
ン
グ
が
占
め
た
教
授

の
椅
子
は
．
．
0
9
。
象
訂
蔓
源
。
審
Q
・
。
・
o
噌
。
嶺
同
筆
。
剛
。
儲
。
図
．
．
と
書
か
れ
て
い

る
。
も
し
こ
の
名
構
が
あ
の
キ
ャ
ド
ベ
リ
を
指
す
な
ら
ば
、
そ
れ

だ
け
で
も
本
書
に
対
す
る
学
問
的
信
頼
性
は
十
分
に
保
証
さ
れ
て

い
る
と
云
っ
て
も
過
蕎
で
な
い
。

　
ヘ
ン
リ
．
」
。
キ
ャ
ド
ベ
リ
（
O
巴
9
9
¢
①
コ
蔓
ざ
。
飼
一
。
。
。
。
ω
－

お
ゴ
）
は
ア
メ
リ
カ
が
生
ん
だ
著
名
な
新
約
学
者
、
ま
た
熱
心
な

ク
エ
ー
カ
ー
の
平
和
運
動
家
、
母
校
ハ
…
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
薪
約
出

教
授
（
¢
ω
や
踏
）
、
ア
メ
リ
カ
聖
書
改
訳
委
員
、
聖
書
文
献
学
お

よ
び
解
釈
学
会
長
な
ど
各
方
面
に
活
躍
し
た
。
数
多
い
業
績
の
中

で
も
、
口
ぽ
屠
R
医
》
。
餌
6
P
メ
イ
ギ
リ
ス
の
薪
約

学
者
K
．
レ
イ
ク
（
ぴ
更
ρ
図
．
）
と
の
共
同
労
作
ぽ
葉

越
冒
”
雰
嵩
置
u
ぽ
＞
o
諾
臥
煙
陰
口
ゆ
ω
ω
申

ぽ
屡
9
履
三
筆
“
6
い
い
等
は
不
朽
の
名
作
と
云

一32一



わ
れ
る
。
同
時
に
彼
は
長
年
に
わ
た
り
ク
エ
ー
カ
ー
（
フ
レ
ン
ド

派
）
の
歴
史
を
研
究
し
、
自
ら
平
和
運
動
に
尽
力
し
て
〉
ヨ
鼠
。
き

頃
膏
巳
ω
Q
。
〇
三
8
0
0
不
言
葺
。
⑦
の
創
設
に
関
わ
り
、
そ
の
議
長
を

つ
と
め
た
（
一
ゆ
P
◎
○
一
ω
心
Ψ
　
轟
心
一
ひ
O
）
。
一
九
四
七
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
の
も
ま
こ
と
に
宜
な
る
か
な
。
ヤ
ン
グ
女
史
の
教
授

席
が
彼
の
名
を
記
念
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
事
と
思

う
の
で
一
書
し
た
。

（
2
）
土
屋
博
『
牧
会
書
簡
』
日
本
基
督
教
団
出
版
周
、

一
九
九
〇
年
、
二
四
〇
頁
。

（
3
V
イ
エ
ー
ル
大
学
神
学
部
の
キ
り
ス
ト
教
倫
理
学
教
授
H
・

リ
チ
ャ
ー
ド
・
二
i
バ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
の
歴
史
と
類
型
を

扱
っ
た
名
著
『
キ
リ
ス
ト
と
文
化
』
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
集
中

的
に
取
り
上
げ
た
。
頃
．
差
9
舘
α
峯
0
9
買
O
竃
ω
樽
9
。
匿
9
ぎ
β

一
撃
一
．
赤
城
泰
訳
脱
キ
リ
ス
ト
と
文
化
』
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、

～
九
六
七
年
、
四
五
〇
頁
。
ニ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
「
キ
リ
ス
ト
教

（
○
げ
ユ
。
り
鉱
9
Ω
鵠
陣
蔓
）
は
、
そ
れ
が
教
会
、
信
条
、
倫
理
、
あ
る
い
は

思
想
運
動
な
ど
の
い
ず
れ
と
し
て
定
義
さ
れ
よ
う
と
も
、
そ
れ
自

体
キ
リ
ス
ト
（
O
竃
。
。
樽
）
と
文
化
（
9
ぎ
門
①
）
の
両
極
間
を
往
き

来
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
問
題
は
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
で

は
な
く
て
、
キ
リ
ス
ト
と
文
化
の
関
係
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
さ
れ
る
。

（
4
）
「
福
音
の
文
化
的
受
肉
」
と
い
う
表
現
は
、
「
福
音
は
文
化

と
い
う
馬
の
背
に
乗
っ
て
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る
」
と
い
う
ラ

イ
ン
ホ
ル
ト
・
二
ー
バ
ー
流
の
発
想
法
を
想
起
さ
せ
る
。
ち
な
み

に
彼
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
は
先
述
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
二
i
バ
ー
の
兄
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ユ
ニ
オ
ン
神
学
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
（
実

際
は
「
魚
棚
神
学
」
．
・
琶
℃
副
δ
匹
臼
8
δ
σ
Q
k
、
．
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
教

授
。

（
5
）
キ
リ
ス
ト
者
は
、
こ
の
世
に
生
き
る
が
、
こ
の
世
の
も
の

で
は
な
い
。
謬
ぴ
三
島
2
0
h
量
。
。
≦
o
ま
．
戦
後
の
エ
キ
ュ
メ
ニ

ズ
ム
運
動
の
中
で
よ
く
聞
か
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
ヤ
ン
グ
は
本
書

第
七
章
「
教
典
と
し
て
の
牧
会
書
簡
」
の
中
に
「
こ
の
世
の
も
の

と
な
ら
ず
に
こ
の
世
の
中
で
？
」
と
い
う
見
出
し
で
一
節
を
割
い

て
い
る
。
（
一
九
一
ニ
ー
六
頁
）
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